
【調査概要】
2023年10月実査
・関東１都６県に在住、小中学生の親子
・性別・学年・都市規模で割付に応じて割付
・訪問留置法を用いて実査
・回答者数600親子（分析対象はNAを除いた593）

【分析】
①学習でのインターネット利用時間の多寡により3群に分ける
②利用時間の3群と情報活用能力の得点（※）を比較する
③家庭・学校それぞれの学習でのインターネット利用時間と
情報活用能力の得点を比較する

④学習以外でのインターネット利用時間の多寡と情報活用実践力の
得点を比較する

※情報活用能力に関連する項目計12問（下位概念6項目各2問）を
4件法の回答結果を基に４点～1点、計36点～12点で得点化。
子が回答

【調査結果】
《背景：情報機器の利用》
殆どの小中学生が情報機器を利用している

《学習でのインターネット利用時間と情報活用能力》
情報活用能力とインターネットを利用した学習時間(※)

(利用なしと毎日1時間以上)との間には差が確認
※家庭・学校は問わず

図1 ICT機器利用率
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【目的】情報機器の学習での利用が「情報活用能力」に影響を与えているかを確認する

《学習でのネット利用時間と情報活用能力（下位概念）》
「収集力」「表現力」「処理力」は、インターネットを
利用した学習時間が長いほど、有意に得点が高い

*p<0.05 **p<0.01 ***p<0.001 

【結果】
情報機器を学習での利用が多いと情報活用能力が高い。下位概念では「収集力」
「表現力」「処理力」について、利用時間との間に有意差が確認できた。

小中学生の情報機器の学習への利用と情報活用能力の関係
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図2 学習でのインターネット利用時間と情報活用能力（上位概念）

図3 学習でのインターネット利用時間と情報活用能力（下位概念）

*p<0.05 **p<0.01 ***p<0.001 

《学習でのネット利用時間と情報活用能力（家庭・学校）》
家庭・学校両方とも学習でのネット利用時間が長いと、
情報活用能力が高い

《学習以外でのネット利用時間と情報活用能力》
学習でのネット利用時間と情報活用能力の間には
差が見られない

*p<0.05 **p<0.01 ***p<0.001 

*p<0.05 **p<0.01 ***p<0.001 

図4 学習以外でのインターネット利用時間と情報活用能力
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